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義なものと考えられる口即ち(1)将来の理論を作ってゆくのに， --つのワクをあたえる。 (2) 現在の段階で
現象論をつくるのによりどころとなる。





いる。即ち，中間状態で、のAの質量:の最低値はゼロより大きいとするゥさらに，この Vertex は A ， B , 
C の 3 個の粒子についてある種の対称性がある。この 2 つの条件と， (a) ローレンツ不変性， (b) 因果律，
なる根本仮定とを組み合せて Vertex 関数の性質を検討したっ小西君はA， B , C 3 1[i1îj の粒子の四元運動
量を複素数で表現し，近頃進歩した 1-:多変数複素関数論 l を駆使して， Vertex関数が，これらの複素変数
に対して正則である領域を求めたっこの論文は高度の数学的知識を用いた非常に程度の高い論文で、理学博
士の学位論文として十分に価値あるものと認めるの
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